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落
ち
葉
が
舞
い
西
風
が
身
に

し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
お
元
気

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
大

事
に
守
り
育
て
て
き
ま
し
た

『
千
代
川
村
』
も
、
い
よ
い
よ
明

年
１
月
１
日
に
は
『
新
下
妻
市
』

と
し
て
、
新
し
い
旅
立
ち
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
の
合
併
を
思
い
起
せ
ば
、

私
は
20
歳
で
し
た
。
昭
和
29
年

１
月
、
玉
村
の
原
・
羽
子
地
区
が

分
村
し
宗
道
村
に
編
入
さ
れ
、

昭
和
30
年
１
月
１
日
に
は
、
宗

道
・
大
形
・
蚕
飼
の
三
ヵ
村
が
合

併
、
故
人
が
詠
ん
だ
句
に
”樋
び

ら
き
や
豊
田
郡
の
千
代
の
水
“の

”千
代
“
に
清
流
、
鬼
怒
小
貝
両

河
川
の
”川

“
を
加
え
、
”千
代

川
村
“
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以

来
50
年
余
と
い
う
歳
月
を
経
て
、

今
、
平
成
の
大
合
併
と
い
う
大

き
な
変
革
期
の
な
か
で
、
大
き

な
試
練
決
断
の
時
、
村
民
の
み

な
さ
ま
の
暖
か
い
ご
理
解
の
も

と
、
下
妻
市
と
の
合
併
に
至
り

ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

『
新
下
妻
市
』
の
発
展
を
目
指
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
希
望

に
満
ち
た
『
新
下
妻
市
』
の
新
し

い
門
出
を
、
心
か
ら
祝
い
、
そ
し

て
、
育
て
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
議
会
も
み

な
さ
ま
と
と
も
に
、
新
し
い
ま

ち
『
新
下
妻
市
』
の
着
実
な
発
展

に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
心
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
千
代
川
村
議
会
に
は

貴
重
な
ご
意
見
等
賜
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
い
て
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
村

民
の
み
な
さ
ま
に
取
り
ま
し
て

輝
か
し
い
新
春
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

千
代
川
村
議
会
議
長

池
田
　
　
博

この写真は、ふれあい
まつりの特設ステージの
発表会の一コマです。
園児たちが、この日の

ために隣のお友だちと一
生懸命に踊っている姿が、
とても微笑ましく、また、
新市にむけて、はばたく
子どもたちにカメラをむ
けました。

平成18年１月１日�
　　新“下妻市”が誕生します�
平成18年１月１日�
　　新“下妻市”が誕生します�
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平
成
17
年
12
月
24
日
閉
村
式

を
行
い
、
平
成
18
年
１
月
１
日

を
も
っ
て
つ
い
に
千
代
川
村
も

下
妻
市
と
な
り
ま
す
。
歴
史
を

ひ
も
解
く
こ
と
51
年
前
、
大
形

村
・
宗
道
村
・
蚕
飼
村
・
旧
玉

村
の
一
部
原
・
羽
子
地
区
を
含

め
た
昭
和
の
大
合
併
で
千
代
川

村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

歴
史
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
と

い
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
住

民
の
み
な
さ
ま
は
４
〜
５
年
前

現
実
的
に
こ
の
よ
う
に
、
急
激

に
合
併
が
な
さ
れ
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
変
革
の
時
代
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
と

お
り
で
、
町
村
の
数
は
全
国
で

約
１
０
０
０
と
な
り
、
６
割
も

の
町
村
が
減
少
し
、
茨
城
県
で

も
約
半
数
の
自
治
体
が
な
く
な

り
44
市
町
村
と
な
り
ま
す
。
千

代
川
村
に
お
い
て
も
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
二
度
の
合
併
経
験

を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
過
去
の
合
併
の

な
か
で
良
か
っ
た
点
、
ま
ず
か

っ
た
点
な
ど
、
色
々
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
長
期

的
に
見
れ
ば
昭
和
の
大
合
併
も

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦

後
60
年
、
経
済
の
豊
か
さ
、
物

資
の
豊
か
さ
、
教
育
の
機
会
均

等
化
を
一
貫
し
て
推
し
進
め
て

き
た
日
本
に
と
っ
て
半
世
紀
が

経
過
し
た
今
、
新
た
な
る
将
来

に
向
け
、
子
々
孫
々
の
為
、
新

し
い
行
政
組
織
を
構
築
し
、
経

済
・
福
祉
・
教
育
・
防
災
等
す

べ
て
の
面
に
お
い
て
、
安
全
、

安
心
、
安
定
の
基
盤
づ
く
り
を

今
か
ら
十
分
な
る
研
究
努
力
を

重
ね
、
自
治
体
と
し
て
の
経
営

基
盤
を
万
全
な
も
の
と
し
、
後

世
の
人
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

を
し
て
い
く
の
が
我
々
合
併
を

推
進
し
た
者
と
し
て
の
責
務
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
見
ま
す
れ
ば
、

永
瀬
安
衛
氏
・
鈴
木
周
三
氏
・

鈴
木
正
行
氏
・
永
瀬
純
一
氏
と

歴
代
の
村
長
さ
ん
に
執
行
さ
れ

て
来
た
我
が
千
代
川
村
は
、
教

育
に
熱
心
な
村
と
し
て
、
評
判

も
高
く
、
ま
た
、
文
化
施
設
活

動
レ
ベ
ル
も
村
と
し
て
は
、
大

変
先
進
的
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

先
人
の
お
陰
で
、
農
村
部
と

都
市
部
の
良
さ
を
程
良
く
取
り

入
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
千
代

川
村
と
な
り
行
政
を
あ
ず
か
る

者
と
し
て
大
変
恵
ま
れ
た
環
境

を
創
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
私
は
、
多
少
の
さ

ざ
な
み
は
あ
っ
て
も
、
昭
和
の

大
合
併
後
今
日
ま
で
大
き
な
争

い
ご
と
も
無
く
、
穏
や
か
な
村

と
し
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

歴
代
の
村
長
さ
ん
は
じ
め
関
係

者
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

わ
ず
か
30
年
前
、
何
も
無
か
っ

た
役
場
周
辺
が
激
的
に
変
化
し

た
事
を
見
る
と
き
、
日
々
気
付

か
な
い
こ
と
で
も
、
歴
史
は
必

ず
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
18
年
１
月

１
日
新
市
”下
妻
市
“
の
誕
生

と
千
代
川
地
区
の
益
々
の
発
展

を
祈
り
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

閉
村
に
あ
た
っ
て

千
代
川
村
長稲

葉
　
本
治

平成18年１月１日�
　　新“下妻市”が誕生します�
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千
代
川
村
と
下
妻
市
の
合
併

に
伴
い
、
12
月
28
日
は
通
常
業

務
を
行
い
な
が
ら
、
ま
た
、
翌

29
日
か
ら
１
月
３
日
は
、
休
日

窓
口
業
務
を
行
い
な
が
ら
庁
舎

の
引
越
を
行
う
予
定
で
す
。

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

千
代
川
村
と
下
妻
市
の
合
併

に
伴
い
、
千
代
川
村
の
代
表
番

号(

４
３
‐
５
１
１
１)

と
各
課

の
直
通
番
号
が
廃
止
さ
れ
、
下

妻
市
の
代
表
番
号
と
同
じ
４
３

‐
２
１
１
１
に
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
伴
う
電
話
工
事
の
期

間
中
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
）
は
、
一
部
施
設
で
電
話
が

不
通
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

■保険年金課�

■税務課�

■収納課�

■市民課�■会計課�

１
階�

■秘書課�

■企画課�

■人事課�■委員会事務局� ■総務課�

２
階�

■議会事務局�

3
階�

本庁舎の事務室配置�本庁舎の事務室配置�

■福祉事務所�

１
階�

■都市整備課�

■建設課� ■下水道課�

■介護保険課�

２
階�

第二庁舎の事務室配置�第二庁舎の事務室配置�

■財政課�

新下妻市役所の庁舎案内�新下妻市役所の庁舎案内�新下妻市役所の庁舎案内�

■市民安全課�
■情報政策課�

■生活環境課�

　広報ちよかわ11月号で新“下妻市”の組織・機構についてお知らせしましたが、今月号では、新“下妻
市役所”（本庁舎・第二庁舎・千代川庁舎）の事務室配置・電話番号等についてお知らせします。�
　村民のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。�
　なお、合併に伴う必要となる手続き・業務案内・公共施設案内等の詳しい内容については、合併に伴
う行政サービスのご案内“くらしのガイド”（広報ちよかわと同日発行）でご覧になれます。�

庁
舎
の
引
越
し
を

行
い
ま
す

市
役
所
の
電
話
番
号
は

４
３
‐
２
１
１
１(

代
表)
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窓口業務について�

■くらしの窓口課業務�
　千代川庁舎の“くらしの窓口課”では、村民のみなさまの利便性を図るために、以下のとおり各関係業務の
届出や証明書等の交付が受けられます。（詳細はくらしの窓口課にお問い合わせください）�

市 民 課 �
関係業務�

保険年金課�
関係業務�

関係業務� くらしの窓口課業務�
○戸籍の届出（出生届、婚姻届、死亡届等）�
○印鑑登録・印鑑登録証明書の交付�
○住民基本台帳の閲覧�
○自動車臨時運行許可（仮ナンバー）事務�
※戸籍記載事務、外国人登録に関する業務は本庁舎市民課で取り扱います。�

○住民登録の届出（転入、転出、転居）�
○各種証明書の交付（住民票、戸籍謄抄本等）�
○埋火葬許可証、改葬許可証の交付�
○外国人登録原票記載事項証明書の交付�

○国民健康保険、国民年金、老人保健、医療福祉（マル福）に係る各種申請・届出�
○出産育児一時金、葬祭費の申請�
※国民健康保険のうち人間ドックの申し込みは本庁舎保険年金課で取り扱います。�
※国民健康保険のうち短期保険証の交付で納税相談が必要な場合は本庁舎保険年金課で取り扱います。�
※国民年金のうち障害基礎年金・老齢基礎年金・遺族基礎年金・寡婦年金の裁定請求、年金相談は本庁舎保険�
　年金課で取り扱います。�

■学校教育課�

■指導課�

■農地整備課�
■農政課�

農業�
委員会�

商工�
観光課�

くらしの�
窓口課�

１
階�

■生涯学習課�

■スポーツ推進課�

２
階�

千代川庁舎の事務室配置�千代川庁舎の事務室配置�

○原動機付自転車等の標識交付・廃車手続き ○税関係の諸証明（課税・納税・所得証明書）�
※税関係の諸証明のうち土地家屋現況・家屋滅失・専用住宅証明、申告書・土地家屋名寄帳の写し等は本庁舎�
　税務課で取り扱います。�

○児童手当に係る各種届出（出生、転入、転出、死亡）�

○要介護の資格記録管理（転入、転出、死亡）�
○要介護（要支援）の認定申請（新規、更新の申請、要介護の区分変更、申請取り下げ）�

税 務 課 �
関係業務�

福祉事務所�
関係業務�
介護保険課�
関係業務�

●
く
ら
し
の
窓
口
課�

　
18
年
１
月
４
日
か
ら�

　
一
部
取
り
扱
い
の
で
き
な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、�

ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
く
ら
し
の
窓
口
課
で
は
、
市
民
課･

保
険
年
金
課･

税
務
課
・

福
祉
事
務
所
・
介
護
保
険
課
に
関
係
す
る
窓
口
業
務
（
各
種

申
請･

届
出
）
を
行
い
ま
す
。�

新下妻市役所の庁舎案内�新下妻市役所の庁舎案内�
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昭和53年１月５日発行
千代川村報　第86号

千代川村役場庁舎建設工事着工
する　総工費４億2,500万円

昭和37年７月30日発行
千代川村報　第25号

ヘリコプターによる空中防除開
始　面積は494.8ha

平成５年11月10日発行
広報「ちよかわ」11月号

防災環境の整備と文化的で活力
ある地域づくりを目指して“そ
よかぜ通信”が開始

昭和62年３月10日発行
広報「ちよかわ」３月号

村営水道事業通水開始
宗道・原・羽子地区へ

昭和57年３月10日発行
広報「ちよかわ」３月号

千代川村報から広報「ちよかわ」
に変更　姿を消す宗道の大欅

けやき

と
大宗橋　欅は３月中旬、橋は５
月ごろ取り壊される予定

���  

７
月 

大
宗
橋
と
り
壊
さ
れ
る�

 

58
年
７
月 

宗
道
小
学
校
完
成�

 

59
年
３
月 

千
代
川
村
民
体
育
館
・
柔
剣
道
場
完
成�

  

11
月 

千
代
川
村
合
併
30
周
年
記
念
式
典�

 

60
年
３
月 

科
学
万
博
つ
く
ば 

′85
開
幕�

   

千
代
川
村
の
日
（
26
日
）�

 

61
年
７
月 

中
央
公
民
館
完
成�

  

８
月 

台
風
10
号
猛
威
を
振
る
う
（
小
貝
川
大
洪
水
）

 

62
年
３
月 

村
営
水
道
一
部
給
水
開
始�

  

11
月 

第
一
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催�

平
成
元
年
９
月 

野
菜
集
出
荷
所
（
別
府
地
内
）
完
成�

 

２
年
７
月 

ご
み
減
量
の
た
め
の
「
分
別
収
集
」
開
始�

 

４
年
５
月 

第
一
回
花
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催�

  

６
月 

総
合
運
動
公
園
完
成�

  

10
月 

第
一
回
村
民
運
動
会
開
催�

 

５
年
３
月 

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
ー 

′93
い
ば
ら
き
開
催�

  

５
月 

千
代
川
村
の
日
（
５
月
15
日
）�

  

11
月 

大
形
橋
開
通
式�

 

７
年
４
月 

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
シ
ル
ピ
ア
）
オ
ー
プ
ン�

 

８
年
８
月 

第
一
回
鬼
怒
川
流
域
交
流�

   

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
開
催�

 

11
年
５
月 

千
代
川
中
学
校
新
校
舎
完
成�

 

12
年
４
月 

介
護
保
険
制
度
開
始�

 

13
年
６
月 

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
完
成�

 

14
年
11
月 

第
一
回
地
域
防
災
訓
練
開
催�

 

15
年
８
月 

村
長
に
稲
葉
本
治
氏
就
任
（
５
代
目
）�

 

16
年
８
月 

全
国
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
ｉ
ｎ
鬼
怒
川
開
催�

 

17
年
１
月 

下
妻
市
・
千
代
川
村
合
併
協
議
会
設
立�

  

３
月 

合
併
協
定
書
の
調
印�

  

７
月 

総
務
省
告
示�

  

12
月 

千
代
川
村
閉
村
式�

 

18
年
１
月 

千
代
川
村
・
下
妻
市
合
併 

新
”下
妻
市
“
誕
生

昭和37年１月５日発行
千代川村報　第23号

この年千代川中学校が３ヵ年間
かけて、鉄筋コンクリート造り
３階建の県下に誇る校舎が完成
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����

昭
和
30
年
１
月 

三
ヵ
村
合
併
に
よ
り
千
代
川
村
誕
生�

   

初
代
村
長
に
永
瀬
安
衛
氏
就
任�

  

９
月 

宗
道
小
学
校
プ
ー
ル
完
成�

   

（
染
小
元
次
氏
寄
贈
）�

 

31
年
８
月 

千
代
川
保
育
所
完
成�

 

33
年
９
月 

千
代
川
中
学
校
創
設
（
中
学
校
統
合
）�

 

34
年
６
月 

千
代
川
村
で
全
国
初
の
空
中
散
布�

 

35
年
３
月 

千
代
川
中
学
校
完
成�

 

36
年
４
月 

村
消
防
団
機
構
改
革�

   

（
団
員
数
４
７
７
名
）�

 

40
年
４
月 

母
子
セ
ン
タ
ー
開
設�

 

43
年
３
月 

千
代
川
中
学
校
体
育
館
完
成�

 

44
年
２
月 

千
代
川
村
第
二
保
育
所
完
成�

 

45
年
３
月 

愛
国
橋
架
け
替
え
工
事
竣
工�

  

４
月 

学
校
給
食
開
始�

   

（
石
下
・
千
代
川
学
校
給
食
組
合
）�

 

46
年
３
月 

蚕
飼
小
学
校
完
成�

 

47
年
９
月 

千
代
川
村
第
三
保
育
所
完
成�

 

49
年
３
月 

大
形
小
学
校
体
育
館
完
成�

 

50
年
２
月 

村
長
に
鈴
木
周
三
氏
就
任
（
二
代
目
）�

  

10
月 

農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成�

 

52
年
３
月 

村
長
に
鈴
木
正
行
氏
就
任
（
三
代
目
）�

 

53
年
10
月 

千
代
川
村
役
場
新
庁
舎
完
成�

 

55
年
４
月 

ち
よ
か
わ
幼
稚
園
完
成�

  

８
月 

大
形
小
学
校
完
成�

 

56
年
３
月 

村
長
に
永
瀬
純
一
氏
就
任
（
四
代
目
）�

 

57
年
４
月 

村
営
水
道
事
業
開
始�

����

千
代
川
村
　
年
の
あ
ゆ
み�

51

千
代
川
村
　
年
の
あ
ゆ
み�

51

昭和30年１月１日発行　千代川村報第１号

た
し
た
ち
の
千
代
川
村
は
、
昭
和
30
年
１
月
１
日
に
宗
道
村
・

大
形
村
・
蚕
飼
村
の
３
ヵ
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
の
51
年
間
”住
み
よ
い
村
づ
く
り
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
“
と
、
住
民
み
ん
な
が
手
を
携
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
１
月
１
日
の
下
妻
市
と
の
合
併
に
伴
い
”千

代
川
村
“
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
村
の
歴
史
を
綴
っ
て
き
た
広
報
「
ち
よ
か
わ
」
も
、
今
月
号

（
第
３
９
５
号
）
が
最
終
号
と
な
り
ま
た
。
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
千
代
川
村
誕
生
か
ら
51
年
間
の
歩
み
を
広
報

紙
面
を
交
え
て
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
を
育
ん
で

く
れ
た
千
代
川
村
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
思
い
出
の
あ
の
日
・
あ

の
時
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
閉
村
式
に
寄
せ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭和30年合併時の千代川村役場

わ
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二
つ
の
川
に
雄
大
な
筑
波
山

の
絶
景
。
今
に
な
り
父
が
こ
の

千
代
川
を
選
び
移
り
住
ん
だ
意

味
を
感
ず
る
事
が
多
い
。
恵
ま

れ
た
自
然
の
息
づ
か
い
は
折
々

に
勇
気
を
与
え
、
ま
た
泣
け
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
安
心

と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
安
ら

い
だ
幸
せ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
頼

れ
な
い
と
い
う
強
さ
を
、
目
に

見
え
ぬ
す
ご
い
力
が
私
を
支
え
、

導
き
続
け
る
。
守
ら
れ
、
守
る

人
が
い
つ
の
間
に
か
私
の
周
り

に
溢
れ
て
い
る
。
お
陰
様
で
。

そ
ん
な
私
の
心
の
ふ
る
さ
と
千

代
川
。
ほ
の
ぼ
の
と
こ
の
響
き

を
心
に
し
た
た
め
な
が
ら
守
っ

て
ゆ
く
。

迎
え
る
改
革
の
新
風
に
心
地

よ
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
も
、

育
て
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
の
、
か

お
り
漂
う
妻
と
母
で
あ
り
た
い

と
願
う
。

あ
り
が
と
う
　
ち
よ
か
わ
…
。

心
の
ふ
る
さ
と
は

未
来
を
支
え
る
原
動
力柴　美智子さん

（宗道）

生
ま
れ
た
時
は
”蚕
飼
村
“
だ

っ
た
。
里
を
離
れ
大
学
生
活
中

に
”千
代
川
村
“
と
な
っ
た
。

教
職
に
就
い
て
２
年
目
に
、

大
形
小
学
校
に
赴
任
で
き
た
。

ま
だ
千
代
川
中
学
校
大
形
教
場

が
あ
っ
て
、
運
動
会
は
小
中
合

同
で
開
催
し
た
。
２
年
目
に
は
、

そ
の
教
場
に
小
学
校
が
移
転
し

た
。
両
校
庭
の
老
木
桜
と
若
木

桜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
の

を
想
い
出
す
。
千
代
川
村
40
周

年
の
節
目
の
時
に
宗
道
小
学
校

に
勤
め
定
年
を
迎
え
た
。
人
生

70
年
。
環
境
は
変
わ
り
人
の
移

ろ
い
も
あ
っ
た
が
、
地
の
温
み
、

川
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
ふ

る
さ
と
は
人
と
共
に
更
に
は
ば

た
く
。

千
代
川
村
よ
、あ
り
が
と
う

ふ
る
さ
と
は
人
と
共
に

飯岡　孜さん
（大園木）

今
、
私
た
ち
が
通
う
千
代
川

中
学
校
も
昔
は
鬼
怒
川
が
流
れ
、

東
京
な
ど
か
ら
の
船
便
が
出
入

り
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
と

聞
き
ま
す
が
、
私
に
は
想
像
も

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
大
形

村
、
蚕
飼
村
、
宗
道
村
の
三
村

が
合
併
し
て
千
代
川
村
が
誕
生

し
、
川
底
だ
っ
た
所
に
も
五
十

年
ほ
ど
の
間
に
、
村
の
庁
舎
や

公
民
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
運

動
公
園
、
幼
稚
園
、
そ
し
て
千

代
川
中
学
校
が
で
き
、
村
の
中

心
と
な
っ
て
大
き
く
発
展
し
ま

し
た
。

私
た
ち
も
そ
の
千
代
川
中
学

校
に
入
学
し
、
部
活
動
や
勉
強

で
頑
張
り
、
中
学
校
生
活
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い

出
多
い
千
代
川
中
学
校
も
平
成

18
年
１
月
１
日
か
ら
下
妻
市
立

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

下
妻
市
立
に
な
っ
て
も
千
代

川
村
に
住
ん
で
い
る
者
と
し
て
、

千
代
川
村
で
培
わ
れ
た

伝
統
を
胸
に

安田　加奈さん
（鯨）

周
り
に
は
、
市
・
町
が
ひ
し

め
く
な
か
、
千
代
川
村
は
村
と

し
て
、
市
町
に
負
け
な
い
く
ら

い
、
立
派
な
看
板
を
背
負
っ
て

き
ま
し
た
。
僕
達
が
育
っ
た
こ

の
村
は
、
温
か
な
宝
物
で
あ
り
、

和
み
の
あ
る
大
切
な
故
郷
で
あ

り
ま
し
た
。

狭
い
地
域
の
な
か
に
、
大
き

な
心
を
持
っ
た
人
々
が
い
て
、

何
も
な
い
場
所
に
多
く
の
安
ら

ぎ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

全
部
千
代
川
村
と
い
う
偉
大
な

親
が
育
て
て
く
れ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
千
代
川
村
が
無
く

な
っ
て
も
、
千
代
川
村
は
、
千

代
川
村
民
の
胸
に
生
き
続
け
る

と
思
い
ま
す
。

千
代
川
村
は
和
み
の
あ
る

大
切
な
故
郷
で
す

斎藤　学さん
（村岡）

千
代
川
村
で
培
わ
れ
た
伝
統
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
新
し

い
「
千
代
川
地
区
」
を
目
指
し

て
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

千代川村への思い�
メッセージ�
千代川村への思い�
メッセージ�
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平成17年９月10日発行
広報「ちよかわ」９月号

広報紙オールカラーとなって表
紙はEボート大会表紙を飾る
平成16年度は、北関東で初め
てのEボート全国大会を開催
し、白熱したボートレースが展
開された

平成14年４月10日発行
広報「ちよかわ」４月号

表紙・裏紙　２ページ４色刷り
になり千代川中学校の卒業式表
紙を飾る

平成11年５月10日発行
広報「ちよかわ」５月号

千代川中学校新校舎完成
新中学校で350名の生徒が新学
期を迎える

昭和35年
千代川中学校舎完成

昭和34年頃
宗道小プールでの授業

昭和57年３月伐採
宗道神社の大けやき

昭和34年
全国初の農薬空中散布

昭和53年
役場新庁舎完成

昭和61年
台風10号による小貝川洪水

昭和34年
移転した千代川村役場

平成16年
第８回全国Ｅボート大会in鬼怒川
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・
救
出
救
護
活
動

建
物
の
倒
壊
や
落
下
物
の
下

敷
き
に
な
っ
た
人
を
発
見
し
た

ら
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
声
を

掛
け
あ
い
、
救
出
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
へ
の
援
助

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ふ
だ

ん
か
ら
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

”備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
“
と

い
う
格
言
ど
お
り
普
段
か
ら
の

準
備
が
、
最
も
重
要
で
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
、
こ
の
機

会
に
”備
え
“
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

・
万
が
一
の
と
き
の
家
族
と
の

連
絡
方
法

・
集
合
場
所
の
確
認
等

○
地
域
の
防
災
活
動
に
参
加
し

ま
し
ょ
う

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず

自
分
の
身
を
し
っ
か
り
守
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
後
、
周
り
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
近
所
で
協
力
し
て
助
け
合

い
を

・
初
期
消
火
活
動

火
事
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
初
期
消
火
が
肝
心
で
す
。

火
事
を
発
見
し
た
ら
、
大
声
で

近
所
に
声
を
か
け
、
み
ん
な
で

初
期
消
火
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

粉末消火器による初期消火訓練

ちよかわ幼稚園“幼年消防クラブ”の放水訓練

訓練用水消火器を使っての消火 建物屋上より緊急脱出！

“建物屋上に逃げ遅れた人がいる！”下妻消防署はしご車隊による救出救助訓練
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○
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

・
飲
料
水
、
非
常
食
品
（
家
族

３
日
分
）

・
救
急
医
療
薬
品
類

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

乾
電
池

・
現
金
　
貴
重
品

・
衣
類

○
わ
が
家
で
防
災
会
議

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

共
通
認
識
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
安
全
な
場
所
は
ど

こ
か

・
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ

け
る

て
予
想
以
上
に
被
害
を
受
け
、

こ
れ
以
上
自
宅
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
危
険
と
な
り
、
住
民
は
避

難
の
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
想

定
で
、
蚕
飼
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
４

７
１
人
が
参
加
。
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
や
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
初
期
消
火
訓

練
等
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
参
加

し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
い
ざ

と
い
う
時
、
自
分
が
何
を
す
べ

き
か
、
何
を
準
備
し
て
お
く
べ

き
か
日
頃
か
ら
地
域
や
家
庭
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

”11
月
13
日
午
前
８
時
、
南
関

東
を
震
源
と
す
る
直
下
型
の
大

地
震
が
発
生
。
当
地
域
に
お
い

て
震
度
６
を
記
録
し
た
“
状
況

は
、
家
屋
が
倒
壊
し
た
り
、
傾

い
た
り
、
多
数
の
負
傷
者
が
出

今
年
の
８
月
16
日
、
宮
城
県
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
２
の
地
震
。
宮
城
県
内
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
、
た
く

さ
ん
の
負
傷
者
が
出
た
こ
と
や
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
陥
っ
た
こ
と
な
ど
、
マ
ス
メ
デ
イ
ア
を
と
お
し
て
私
た

ち
の
記
憶
に
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
千
代
川
村

に
お
い
て
も
、
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

”災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
“
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。
本
村
で
も
、
地
区
ご
と
に

毎
年
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
蚕
飼
地
区
を
対
象

に
第
４
回
地
域
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
発
生
に
備
え
て�

　
　
　
地
域
防
災
訓
練�

地
震
が
起
こ
る
前
に�

地
震 

　
発
生
！ 

地
震 

　
発
生
！ 
そ
の
と
き�

　
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
…�

そ
の
と
き�

　
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
…�

蚕
飼
小
学
校
で
地
域
防
災
訓
練
を
実
施

バケツリレーによる消火訓練

参加者全員に配られた非常持出袋
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素敵な歌声を披露！

お友だちとの会話がはずみます

南国ムードでフラダンス

ステージで音楽に合わせて…

保育所のみなさん　お遊戯披露

第
　
回 
19 ふ 

れ 
あ 
い 
ま 
つ 
り 

 

ふ 
れ 
あ 
い 
ま 
つ 
り 

ふ 
れ 
あ 
い 
ま 
つ 
り 

妻
市
と
の
合
併
を
控
え
千

代
川
村
と
し
て
は
最
後
と

な
る
”第
19
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
“
が
、
秋
晴
れ
の
も
と
11
月

３
日
を
メ
イ
ン
に
緑
地
公
園
・

中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
８
千
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
10
月
22
日
か

ら
行
わ
れ
た
中
央
公
民
館
で
の

作
品
展
示
で
は
、
小
中
学
生
や

公
民
館
講
座
受
講
生
、
ク
ラ

ブ
・
愛
好
会
等
一
般
出
展
の
み

な
さ
ん
の
力
作
が
、
訪
れ
る

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
つ
り
本
番
の
11
月

３
日
に
は
、
公
民
館
ホ
ー
ル
で

児
童
生
徒
の
音
楽
発
表
や
コ
ー

ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
文
化

箏
・
大
正
琴
・
詩
吟
・
手
話
の

歌
等
々
観
客
を
魅
了
す
る
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
特
別
出
演
に
よ
る
村
岡

は
や
し
連
の
和
太
鼓
や
ゆ
き
じ

会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
三
味
線

の
演
奏
が
花
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。
一
方
、
緑
地
公
園
会
場

で
は
食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
健

康
ま
つ
り
で
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
寿
司
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
産

業
ま
つ
り
で
の
農
水
産
物
や
豚

汁
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
を

呼
び
大
盛
況
で
し
た
。
会
場
南

側
に
設
け
ら
れ
た
茶
会
の
席
に

は
、
な
れ
な
い
し
ぐ
さ
で
作
法

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
特
設
の
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
所
児
童
・

幼
稚
園
児
の
歌
や
遊
戯
、
ダ
ン

ス
や
郷
土
芸
能
が
行
わ
れ
た
後
、

常
総
学
院
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

73
名
の
み
な
さ
ん
が
全
国
大
会

金
賞
受
賞
の
実
力
を
発
揮
し
た

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

曲
の
演
奏
中
に
は
、
全
身
で
調

子
を
と
り
始
め
、
つ
い
に
は
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
踊
り
だ
す

中
学
生
も
現
れ
る
な
ど
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
演
奏
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
来
場
者
・
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
千
代
川
音
頭
を
踊
り
、
半
世

紀
に
わ
た
り
私
た
ち
を
育
ん
で

く
れ
た
”千
代
川
村
“
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
の
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

千
代
川
村
最
後
に
ふ
さ
わ
し
い

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た

み
な
さ
ま
・
ス
タ
ッ
フ
関
係
者

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

写
真
で
会
場
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

下

12広報ちよかわ　2005.12 12広報ちよかわ　2005.12常総学院高等学校吹奏楽部のみなさん
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区　分�
17年度�
６月期�
12月期�
計�

期末手当�
1.4月�
1.6月�
3.0月�

勤勉手当�
0.7月�
0.75月�
1.45月�

国と同じ�

村� 国の制度との差異�
期末手当�勤勉手当�

　
職
員
の
給
与
や
定
員
は
、国
や
他
の
地
方
公

共
団
体
な
ど
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
、議
会
の

審
議
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
職
員
給
与
、職
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
、住
民

の
み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

人件費の状況（平成16年度普通会計決算）�

＊職務の級に応じて、５～15％(国においては５
～20％）の加算措置があります。�

村�

自動車等利用者�
　２km未満   -円�
　２km以上 ～ ５km未満 2,000円�
　５km以上 ～ 10km未満 4,100円�
　10km以上 ～ 15km未満 6,500円�
　15km以上 ～ 20km未満 8,900円�
　20km以上 ～ 25km未満 11,300円�
　25km以上 ～ 30km未満 13,700円�
　30km以上 ～ 35km未満 16,100円�
　35km以上 ～ 40km未満 18,500円�
　40km以上 ～ 45km未満 20,900円�
　45km以上 ～ 50km未満 21,800円�
　50km以上 ～ 55km未満 22,700円�
　55km以上 ～ 60km未満 23,600円�
　60km以上   24,500円�

借家の場合(家賃12,000円を超える場合に限る）�
　家賃の額に応じて27,000円を限度に支給�
自宅の場合�
　新築・購入後5年間は、2,500円�

配偶者 13,000円�
扶養２人まで 各6,000円�
扶養３人目から 各5,000円�

国の制度との差異�

国と同じ�

�
国と同じ�

�

�
国と同じ�

�

区　分�

通勤手当�

�
住居手当�

�

�
扶養手当�

�

職員手当の状況�

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。�

＊村では、事務事業の見直し、機構改革、ＯＡ化等を推進し、職員の新規採用を必要最小限にとどめる努力をしながら、�
　簡素で効率的な行政運営を目指しています。�

対前年増減(人）�職員数(人）�

平成15年度�

79�

18�

13�

110

平成16年度�

81�

17�

12�

110

平成17年度�

80�

18�

12�

110

平成16年度�

2�

-1�

-1�

0

平成17年度�

-1�

1�

0�

0

平成15年度�

0�

3�

-1�

2

職員定員の状況�

一 般 行 政 部 門 �

特 別 行 政 部 門 �

公営企業会計部門�

合　計�

区分�
部門�

期末手当�
 ６月期 1.6月�

12月期 1.75月�

＊職務上の加算�

　措置あり　15％�

特別職等の給与・報酬・期末手当�

＊常勤特別職の手当は、他に通勤手当(一般職と同じ）があります。�

区　分�

�

�

�

�

�

報　酬�

村　長　　800,000円�

助　役　　603,000円�

収入役　　572,000円�

教育長　　572,000円�

議　長　　332,000円�

副議長　　291,000円�

議　員　　275,000円�

村　長�

助　役�

収入役�

教育長�

議　長�

副議長�

議　員�

金　額�

給　料�

区　分� 支給基準� 備　考�

歳出額�

Ａ�

3,797,660千円�

�

�

平成16年度�

住民基本台帳人口�

平成17年3月31日現在�

9,455人�

人件費額�

B�

871,500千円�

人件費率�

B/Ａ�

22.9%

(参考)15年度�

の人件費率�

23.4%

区　分�

職員の初任給の状況�
(平成17年4月1日現在・一般行政職）�

職員の平均給料月額�
(平成17年4月1日現在・一般行政職）�

区　分�

大学卒�

高校卒�

村�

2級2号級 170,700円�

1級3号級 138,800円�

国�

170,700円�

138,800円�

区　分�

平均給料月額�

平均年齢�

村�

331,591円�

41.7歳�

国�

329,728円�

40.3歳�
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み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
平
成
18
年
１

月
１
日
千
代
川
村
と
下
妻
市
が
合
併
に
な
り�

”新
下
妻
市
“
と
な
り
ま
す
。み
な
さ
ん
が
現
在

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
老
人

医
療
受
給
者
証
・
減
額
認
定
証
・
医
療
福
祉
費
受

給
者
証
が
平
成
17
年
12
月
31
日
で
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
に
伴
い
新
し
い
保
険
者
証
・
受
給
者
証
・

認
定
書
の
交
付
を
し
ま
す
の
で
、現
在
お
持
ち

の
保
険
者
証
等
の
回
収
を
下
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。�

介護保険被保険者証について�
・ 要介護認定を受けている方�
  12月中に新しい被保険者証を郵送で交付します。�
・ 要介護認定を受けていない方�
  現在お持ちの被保険者証を平成18年３月31日まで有効としますので、そのまま保管してください。�

交換日時�

千代川村役場　１階　ホール�

持参するもの�

・印　鑑�
・国民健康保険被保険者証�
・老人医療受給者証�
・健康保険証�
・通知書(ハガキ)�
・印　鑑�
・健康保険証�
・老人医療受給者証または健康保険高齢者受給者証�
・現在交付されている場合はその減額認定証�
・申請日現在で過去１年間90日以上入院された方は入院医療機
関の領収書(申請により入院時の食事代がさらに減額になるこ
とがあります）�
�
・医療福祉費受給者証�
・通知書（ハガキ）�

12月24日（土）�

12月25日（日）�

午　前�
午　後�
午　前�
午　後�

大園木、鯨、見田、唐崎、長萱、伊古立、田下、下栗�
本宗道、鬼怒、鎌庭�
宗道、渋田、原、羽子�
別府、皆葉、五箇、村岡�

※２日間とも午前は９時か

ら12時、午後は１時から

４時まで行います。�

国民健康保険被保険者証�
交換の方�

老人医療受給者証交換の方�

減額認定証交付の方�
（該当者の方には、個別に通知�
します）�

医療福祉費受給者証�
（乳幼児・妊産婦・母子父子身体�
障害者）交換の方�

※ 高齢受給者証については、国民健康保険被保険者証交換時に新しい受給者証を交付します。（旧受給証の回収はしません）�

そ の 他�

場　　所�

住民課　1 44－0173（直通）�
福祉課　1 44－0174（直通）�

●問い合わせ●�
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平
成
18
年
１
月
１
日
、
来
る
べ
き
合
併
が
つ
い
に
目
前
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
千
代
川
村
も
下
妻
市
と
な
り
ま
す
。
寂
し
さ
、
不
安
、
期
待
色
々

な
心
情
が
今
、
私
の
胸
を
去
来
し
て
お
り
ま
す
。
今
か
ら
約
２
年
４
ヵ
月
前
、

す
で
に
４
市
町
村
合
併
を
前
提
に
村
長
職
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
最
終
的
に
は
、
一
市
一
村
の
合
併
、
下
妻
市
と
な
っ

た
訳
で
あ
り
ま
す
。
幾
多
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
深
い
ご

理
解
の
お
陰
で
、
こ
の
合
併
が
穏
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
事
に
深
い
感
謝

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
財
政
力
、
人
口
力
等
が
充

分
に
あ
れ
ば
単
独
で
生
き
て
ゆ
く
の
も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
有
り
得
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
千
代
川
村
に
は
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
に
は
あ
ま

り
に
も
厳
し
い
条
件
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
合
併
も
変
革
の
時
代
に
生
き
る
、
我
々
の
責
務
と
と
ら
え
、
子
孫
、

将
来
の
た
め
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
参
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
村
長
と
し
て
、

合
併
の
為
の
仕
事
と
、
合
併
前
に
千
代
川
村
と
し
て
や
る
べ
く
仕
事
と
の
両

輪
で
こ
の
２
年
４
ヵ
月
頑
張
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
議
員
さ
ん
、

区
長
さ
ん
、
各
種
団
体
、
住
民
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
職
員
の
み
な
さ
ん
の

温
か
い
ご
協
力
の
も
と
、
自
分
な
り
の
選
挙
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の
実

現
と
地
域
住
民
参
加
型
の

”協
働
“
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
幸
い
健
康
に
も
恵
ま
れ
、
１
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
尚
且
つ
、
そ
れ

ほ
ど
の
難
問
も
な
く
、
職
務
に
精
励
出
来
ま
し
た
の
も
、
村
民
の
み
な
さ
ま

の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

短
い
村
長
職
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
融
和
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
整
備
で
言
う
と
、
公
民
館
裏
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
緑
地
公
園
、
宗

道
駅
舎
と
周
辺
整
備
、
つ
く
ば
・
古
河
線
別
府
交
差
点
、
大
形
小
耐
震
工
事
、

地
域
間
格
差
解
消
の
た
め
各
集
落
の
道
路
、
下
水
、
排
水
整
備
、
外
路
灯
設

置
、
村
岡
、
五
箇
、
皆
葉
等
、
集
落
セ
ン
タ
ー
の
新
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
、

住
民
の
活
力
や
楽
し
み
の
た
め
、
全
国
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
を
は
じ
め
、
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、
将
来
新
市
の
玄
関
口
と
し
て

”や
す
ら
ぎ
の
里
“
の
計

画
、
着
工
と
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ま
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
や
っ
て
欲
し
か
っ
た
事
は
、
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
時
間
と
予
算
の
な
か

で
は
、
精
一
杯
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
新
市
に
引
継
ぐ
べ
き
事
項
と
し
て
、
目
の
届
か
な
か
っ
た
所
の
整
備
や

法
定
協
議
会
で
決
め
ら
れ
た
案
件
等
が
確
実
に
履
行
出
来
る
よ
う
、
議
員
の

み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
て
頑
張
り
ま
す
。

千
代
川
村
長
と
し
て
、
在
任
期
間
中
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
村
長
か
ら
の
手
紙
も
最
後
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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千
代
川
村
が
誕
生
す
る
前
の

明
治
11
年
、
郡
制
の
施
行
に
と

も
な
い
、
豊
田
郡
・
岡
田
郡
・

結
城
郡
の
郡
役
所
が
本
宗
道
坂

下
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

村
内
に
は
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ

い
た
村
々
が
18
あ
り
ま
し
た
。

鬼
怒
川
以
東
の
村
は
豊
田
郡
に
、

以
西
の
村
は
岡
田
郡
に
属
し
ま

し
た
。
明
治
22
年
に

”明
治
の

大
合
併
“
が
進
み
、
村
域
に
は

大
形
村
、
宗
道
村
、
蚕
飼
村
そ

し
て
玉
村
（
一
部
）
が
誕
生
し

ま
す
。
明
治
29
年
に
は
豊
田
・

岡
田
・
結
城
３
郡
が
合
併
し
て

結
城
郡
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
周
辺
に
市
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
結
城
郡
の
範
囲
は

現
在
の
結
城
市
、
結
城
郡
（
八

千
代
町
・
石
下
町
・
千
代
川

村
）、
水
海
道
市
を
含
む
と
て
も

広
い
も
の
で
し
た
（
３
町
24
ヶ

村
）。結

城
郡
役
所
が
あ
っ
た
坂
下

は
宗そ
う

道ど
う

河が

岸し

の
繁
栄
を
も
と
に

政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地

と
な
り
ま
し
た
。
国
の
出
先
機

関
で
あ
る
内
務
省
宗
道
出
張
所
、

県
の
土
木
事
務
所
、
税
務
署
、

常
陽
銀
行
の
前
身
と
な
る
五
十

銀
行
や
宗
道
郵
便
局
、
組
合
立

高
等
小
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。明

治
22
年
に
誕
生
し
た
大
形

村
、
宗
道
村
、
蚕こ

飼か
い

村
に
つ
い

て
少
し
紹
介
し
ま
す
。
大
形
村

は
、
古
代
・
中
世
に
あ
っ
た
”大お
お

蚕
飼
村
の
村
名
は
、
子こ

飼か
い

川

（
小
貝
川
）
と
養よ

う

蚕さ
ん

が
さ
か
ん
だ

っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
役
場
は
現
在

の
蚕
飼
小
学
校
の
敷
地
周
辺
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
の
ち
に

県
道
南
側
に
移
転
し
た
よ
う
で

す
。
千
代
川
村
合
併
後
は
蚕
飼

支
所
と
な
り
、
現
在
も
農
協
蚕

飼
支
店
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

旧
宗
道
村
役
場
庁
舎
を
利
用

し
て
出
発
し
た
千
代
川
村
は
、

昭
和
34
年
10
月
に
結
城
地
方
事

務
所
の
庁
舎
の
払
い
下
げ
を
受

け
て
移
転
し
ま
す
。
現
在
の
商

工
会
が
あ
る
場
所
で
す
。

こ
の
後
の
千
代
川
村
は
、
合

併
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
念
願
で

あ
っ
た
統
合
中
学
校
の
新
校
舎

建
設
を
実
現
さ
せ
、
発
展
の
一

途
を
た
ど
り
ま
す
。
旧
鬼
怒
川

の
廃は
い

川せ
ん

敷じ
き

に
現
在
の
役
場
庁
舎

が
完
成
し
、
移
転
す
る
の
は
昭

和
53
年
10
月
の
こ
と
で
す
。
中

央
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
が
建
ち
並
ぶ
、

千
代
川
村
の
中
心
地
と
な
り
ま

し
た
。

昭
和
30
年
１
月
１
日
に
誕
生

し
た
千
代
川
村
も
51
歳
の
誕
生

日
に
新
下
妻
市
と
な
っ
て
新
た

な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
新
市
に
な
っ
て

も
千
代
川
に
育
ま
れ
た
歴
史
や

伝
統
は
い
つ
ま
で
も
生
き
つ
づ

け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

誕
生
以
来
、
村
を
代
表
し
て

数
々
の
施
策
を
展
開
さ
れ
た
初

代
永
瀬
安
衛
村
長
、
２
代
鈴
木

周
三
村
長
、
３
代
鈴
木
正
行
村

長
、
４
代
永
瀬
純
一
村
長
、
５

代
稲
葉
本
治
村
長
を
は
じ
め
、

こ
の
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
ま
た

こ
の
地
に
生
活
を
営
ん
だ
、
す

べ
て
の
村
民
の
英
知
と
弛た
ゆ

み
な

い
結
束
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
51
年
間
の
千
代
川
村
を
築

き
上
げ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
千
代
川
村
！

（
文
化
財
係
1
４
４-

３
１
４
１
）

方が
た

郷ご
う

“
と
い
う
地
名
か
ら
村
名

を
と
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
皆
葉
に
村
役
場
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
大
正
期
に
別
府

に
移
転
し
た
よ
う
で
す
。
別
府

地
区
公
民
館
の
東
側
、
消
防
小

屋
が
あ
る
場
所
で
す
。
昭
和
29

年
に
新
庁
舎
建
替
え
を
し
、
千

代
川
村
合
併
後
は
大
形
支
所
と

な
り
、
後
に
千
代
川
村
公
民
館

大
形
分
館
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
。

宗
道
村
は
、
古
く
か
ら
の
地

名
で
あ
る
宗
道
を
村
名
に
つ
け
、

新
宗
道
に
役
場
を
置
き
ま
し
た
。

現
在
の
千
代
川
歯
科
の
北
東
側
、

駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
こ
の
と
き
に
大
字

名
を
”宗
道
“
に
改
め
ま
し
た
。

２
階
建
て
の
木
造
庁
舎
は
合
併

後
も
数
年
間
、
千
代
川
村
役
場

庁
舎
と
な
り
ま
し
た
。

大形村役場

宗道村役場

蚕飼村役場

役
場
庁
舎
の
変
遷�

生
き
つ
づ
け
る
千
代
川
村�

郡
役
所
が
あ
っ
た
時
代�
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11
月
18
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
”第
24
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
“
が
開
催
さ
れ
、
砂
古
武
さ
ん

（
宗
道
）
柴
山
芳
夫
さ
ん
（
宗
道
）
田
中

茂
生
さ
ん
（
宗
道
）
が
、
茨
城
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
さ
れ
た
民
生
委
員
さ
ん
は
、
常
日

頃
か
ら
村
民
の
立
場
に
立
っ
て
困
り
ご

と
・
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
は
国
道

２
９
４
号
大
園
木
交
差
点
付
近
に
計
画
さ

れ
、
昨
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
公
園
は
、
広
域
や
地
域
の
交

流
拠
点
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

ふ
れ
あ
う
魅
力
あ
る
施
設
や
機
能
の
立
地

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
つ
の
ゾ
ー
ン

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

”活
性
化
支
援
ゾ
ー
ン
“
は
、
各
施
設

（
建
築
物
）
を
集
約
さ
せ
る
セ
ン
タ
ー
ゾ

ー
ン
と
し
て
の
整
備
を
図
り
、
”交
流
支
援

ゾ
ー
ン
“
は
四
季
折
々
の
花
広
場
や
わ
ん

ぱ
く
広
場
か
ら
な
る
公
園
ゾ
ー
ン
と
し
て

の
整
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
や
親
子

連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
訪
れ
て
き
た

み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
”癒
し

の
空
間
“
と
し
て
、
今
後
、
産
地
直
売
所

や
加
工
施
設
ま
た
ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
が
設
営
さ
れ
る
予
定
で
す
。
完
成
予

定
は
、
平
成
19
年
度
で
す
。

10
月
29
日
、
小
雨
の
な
か
第
４
回
ち
よ

か
わ
・
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
て

気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
調
・
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
な

が
ら
世
代
間
交
流
を
図
る
こ
と
、
あ
わ
せ

て
体
力
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
あ
い
に
く
の
天
候
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
約
４

０
０
名
の
み
な
さ
ん
は
、
５
km
の
お
達
者

コ
ー
ス
と
10
km
の
健
脚
コ
ー
ス
と
に
別
れ

午
前
９
時
半
に
運
動
公
園
を
出
発
、
楽
し

そ
う
に
会
話
し
な
が
ら
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・

き
ぬ
や
無
量
院
（
皆
葉
）
を
経
由
し
て
11

時
半
頃
ま
で
に
全
員
元
気
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
内

に
設
け
ら
れ
た
射
的
コ
ー
ナ
ー
が
盛
況
で
、

的
を
射
る
と
大
歓
声
が
、
外
す
た
び
に
大

爆
笑
が
わ
き
あ
が
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

新
市
の
東
の
玄
関
口

（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ
の
里

公
園
が
整
備
中

広
域
の
交
流
拠
点
と
し
て

訪
れ
・
魅
力
あ
る
施
設

やすらぎの里完成予想図

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
雨
の
な
か
元
気
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

お友だちといっしょにウォーキング 小雨のなか一斉にスタート

民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
長
賞
受
賞

常
に
村
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

柴山芳夫さん（宗道）田中茂生さん（宗道）砂古武さん（宗道）
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11
月
13
日
、
青
龍
楽
校
（
水
辺
の
楽
校
）

自
然
観
察
会
の
”サ
ケ
取
り
見
学
会
“
が

開
か
れ
ま
し
た
。
青
龍
楽
校
少
年
団
員
・

宗
道
小
学
校
４
年
生
合
わ
せ
て
40
人
と
保

護
者
が
参
加
し
、
大
形
橋
下
流
の
ダ
ム
付

近
で
刺
し
網
漁
を
見
学
、
サ
ケ
が
取
り
あ

げ
ら
れ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
川
原
で
生

き
た
サ
ケ
に
触
っ
て
オ
ス
と
メ
ス
の
見
分

け
方
を
教
わ
っ
た
り
、
鬼
怒
小
貝
漁
業
協

同
組
合
の
人
が
サ
ケ
の
お
な
か
を
割
い
て

卵
を
取
り
出
す
と
”ワ
ァ
ー
、
イ
ク
ラ
だ

よ
ー
“
と
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
こ

の
日
は
、
水
産
試
験
場
の
佐
藤
さ
ん
と
河

川
事
務
所
出
張
所
の
綿
貫
所
長
さ
ん
か
ら

サ
ケ
や
ア
ユ
の
生
態
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
、
し
っ
か
り
勉
強
も
。
こ
の
ほ
か
見
学

会
開
会
前
に
は
、
参
加
者
全
員
で
川
原
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
河
川
美
化
に
も
一
役
か

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
取
れ
た
て
の
サ
ケ

の
切
り
身
と
イ
ク
ラ
が
配
ら
れ
、
初
め
て

の
体
験
”サ
ケ
取
り
見
学
会
“
は
、
子
ど

も
た
ち
に
”川
の
ふ
し
ぎ
“
を
問
い
か
け

て
無
事
終
了
。
水
辺
の
楽
校
で
は
、
今
後

も
川
に
か
か
わ
る
自
然
観
察
会
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

青
龍
楽
校
少
年
団

鬼
怒
川
で
サ
ケ
取
り
見
学
会

10
月
21
日
、
第
44
回
茨
城
県
更
生
保
護

大
会
が
神
栖
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
で
、
堀
口
日
出
子
さ
ん
（
本

宗
道
）
が
法
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
堀
口
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
11
月
よ
り
、

保
護
司
と
し
て
、
地
域
社
会
の
な
か
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
に
走
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
の

援
助
や
、
犯
罪
・
非
行
の
予
防
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
母
親

代
わ
り
と
し
て
や
さ
し
く
、
必
要
な
助

言
・
指
導
を
行
う
な
ど
、
更
生
保
護
行
政

の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
熱
心
に
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
千
代

川
村
更
生
保
護
女
性
会
会
長
と
し
て
、
積

極
的
に
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

なんでこんなにゴミが落ちているんだろう！

法
務
大
臣
表
彰

堀
口
日
出
子
さ
ん（
本
宗
道
）

メスのサケのお腹は、タマゴが入っているからプニョプニョ！

熱心に活躍されている堀口さん

み 場 広 な ん の 



ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
た
菊
花
展
作
品
の
表
彰
式
が
、
11
月
21

日
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
菊
花
展
の
部
で
は
、
飯
田
康
平
さ
ん

（
原
）
が
４
年
連
続
で
総
合
優
勝
、
ま
た

菊
花
展
句
会
の
部
で
は
、
小
林
紫
水
さ
ん

（
唐
崎
）
が
最
高
位
の
村
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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菊
花
展
・
菊
花
展
句

会
表
彰
式

菊
花
展
の
部
総
合
優
勝
は
飯

田
康
平
さ
ん
句
会
の
部
村
長

賞
は
小
林
紫
水
さ
ん
が
受
賞

11
月
19
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
”茨
城
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
発

足
50
周
年
記
念
大
会
“
が
開
催
さ
れ
、
永

年
の
子
ど
も
会
育
成
活
動
に
対
し
、
千
代

川
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
会
長
の
飯
塚

昭
一
さ
ん
が
茨
城
県
知
事
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
飯
塚
さ
ん
は
、
昭
和
60
年

の
地
区
子
ど
も
会
会
長
就
任
を
皮
切
り

に
、
翌
年
村
子
連
副
会
長
に
、
63
年
に
は

同
会
長
に
就
任
さ
れ
、
以
来
20
余
年
に
わ

た
る
育
成
・
指
導
者
と
し
て
の
功
績
が
認

め
ら
れ
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
、（
財
）
日
本
消
防
協
会
よ
り
”ち
よ

か
わ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
“
に
、
軽
可
搬
消

防
ポ
ン
プ
と
活
動
服
等
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
本
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成
金

で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

受賞されたみなさん、おめでとうございます

【菊花展の部】
賞 受　賞　者

茨 城 県 知 事 賞 飯田　康平
茨城県議会議長賞 小島　常正
茨城県農林水産部長賞 大月　孝雄
村　　　長　　　賞 飯田　康平
議　　　長　　　賞 市川　やい
教　　育　　長　　賞 塚田　和男
ダ ル マ 優 等 首 席 大月　せつ
切 花 優 等 首 席 添野　藤太
競 技 花 優 等 三 席 山野辺一男
自 由 花 優 等 三 席 池田　　博
自 由 花 優 等 三 席 大月　康次
自 由 花 優 等 三 席 植木　甲一
自 由 花 管 物 三 席 人見　　登
努　　　力　　　賞 田沼才四郎
競　技　花　一　等 松田　好市
競　技　花　一　等 宇津野　夫
競　技　花　一　等 小倉　房夫
競　技　花　一　等 大月　詮雄
競　技　花　一　等 得瀬　桃郎
競　技　花　一　等 木瀬　　洋
競　技　花　一　等 斉藤　英次

賞 受　賞　者
村 長 賞 小林　紫水
議 長 賞 浅野　悦子
教育長賞 安原百合子

【菊花展句会の部】

子
ど
も
会
育
成
活
動

功
労
者

飯
塚
昭
一
氏(

別
府)

茨
城
県
知
事
感
謝
状
受
彰

受賞された飯塚昭一さん（別府）

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

と
活
動
服
が
配
備

宝
く
じ
の
助
成
金
で

宝くじの助成金で整備
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唐
崎
の
市
川
圭
司
さ
ん
が
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
期
間
は

12
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
、
現
地
小
学
校

教
員
の
授
業
力
向
上
の
た
め
の
指
導
が
主

な
任
務
に
な
り
ま
す
。
大
学
在
学
中
か
ら

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て

い
る
恵
ま
れ
な
い
教
育
環
境
に
心
を
痛
め

て
い
た
市
川
さ
ん
は
、
協
力
隊
員
に
な
れ

ば
自
分
の
修
得
し
た
知
識
が
こ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
大
学
院
卒
業
後
迷
わ
ず
応
募
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。”バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
は
、
理
科
の
教
員
研
修
を
担
当
し
ま

青
年
海
外
協
力
隊
員

派
遣
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

唐
崎
の
市
川
圭
司
さ
ん

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
旅
た
ち

“元気に行ってらっしゃい”と村長もエール

す
が
、
実
験
を
交
え
た
授
業
の
組
み
立
て

方
な
ど
の
指
導
を
と
お
し
知
識
や
応
用
力

の
優
れ
た
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
現

地
の
子
ど
も
た
ち
の
勉
学
へ
の
意
欲
と
学

力
が
向
上
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

就
学
率
が
少
し
で
も
上
が
っ
て
く
れ
れ
ば

と
も
思
い
ま
す
“
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ

た
市
川
さ
ん
。
こ
の
広
報
紙
が
み
な
さ
ん

の
手
に
届
い
た
頃
は
、
異
国
の
地
で
の
彼

の
活
動
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市

川
さ
ん
の
異
国
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

か
け
る
熱
意
は
、
現
地
の
人
々
に
も
快
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

２
年
後
に
は
、
大
き
な
成
果
を
お
土
産
に

元
気
に
帰
国
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市

川
さ
ん
の
よ
う
な
大
志
を
抱
く
青
年
が
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
か
ら
絶
え
ず
出
て

く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

11
月
15
日
、
朝
ま
で
降
り
続
い
た
雨
は

止
ん
だ
も
の
の
、
肌
寒
い
天
気
の
な
か
、

き
ぬ
保
育
所
園
児
88
名
が
、
お
か
あ
さ
ん

や
お
と
う
さ
ん
と
一
緒
に
手
を
つ
な
ぎ
、

保
育
所
・
緑
地
公
園
・
運
動
公
園
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
育
成
し
、
公
共
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

園
児
た
ち
は
、
片
手
に
大
き
な
ゴ
ミ
袋

を
持
ち
、
”こ
ん
な
に
大
き
な
ゴ
ミ
が
あ
っ

た
よ
…
“
と
お
と
う
さ
ん
に
言
う
と
”本

当
に
大
き
な
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
ね
。
道

路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
、
み
ん
な

が
困
る
よ
ね
。
こ
の
ゴ
ミ
を
犬
や
猫
な
ど

が
見
つ
け
て
は
、
食
い
散
ら
か
し
て
周
り

が
ま
た
、
汚
く
な
っ
ち
ゃ
う
も
の
ね
。
み

ん
な
の
手
で
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
る
ん
だ
よ
“
”う
ん
、
ぼ
く
は

捨
て
な
い
よ
“
と
の
会
話
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
小
さ
な
ゴ
ミ
ま
で
拾
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
姿
が
地
域
の
み
な

さ
ん
に
届
い
て
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
か
れ
る

き
ぬ
保
育
所

こんなにゴミがあったよ

ここにもゴミがあったよ！ おとうさんといっしょにゴミ拾い
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青
少
年
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

千
代
川
村
青
少
年
相
談
員
の
根
本
益
太
郎

さ
ん
と
市
川
憲
清
さ
ん
が
永
年
に
わ
た
る

活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
11
月
11
日
に

茨
城
県
知
事
ほ
う
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

千
代
川
村
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
推
し
進
め
る
た
め
、
”青
少
年
相
談

員
“
を
設
置
し
、
青
少
年
ま
た
は
保
護
者

の
方
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
問
題
の
相
談

に
応
じ
、
助
言
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て

問
題
解
決
の
糸
口
に
な
れ
る
よ
う
手
助
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
に
相
談
員
が

お
り
ま
す
の
で
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

千
代
川
村
青
少
年
相
談
員

茨
城
県
知
事
褒
賞
を
受
賞

お気軽にご相談ください

氏　　名 住　　所

飯岡　　甚 大 園 木

石野　正樹 原

根本益太郎 宗　　道

市川　憲清 見　　田

山田　行男 五　　箇

中里　健一 村　　岡

野村　至宏 鯨

荒川　伸彦 別　　府

飯田　　智 田　　下

飯島　　保 鎌　　庭

千代川村青少年相談員

問い合わせ
千代川村中央公民館　1４４－３１４１（直通）

ー
ム
に
は
、
２
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
最
終
日

の
準
決
勝
・
決
勝
戦
で
は
、
蚕
飼
小
学
校

の
仲
間
が
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
役
を
進
ん
で

務
め
て
く
れ
る
な
ど
、
例
年
に
増
し
て
有

意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
か
ら
11
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
大
会
で
村
内
チ
ー
ム
が
大
活
躍
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
団
員
の

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
23
日
、
千
代
川
村
民
体
育
館
に
近

隣
市
町
村
17
団
体
か
ら
37
チ
ー
ム
を
招
い

て
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
千
代
川
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
（
飯
村
柾
貴
、
會
田
翔

平
、
永
瀬
む
さ
志
、
篠
山
友
和
、
山
下
雄
大
）

が
決
勝
戦
で
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ａ
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。
同
少
年
団
は
、

日
頃
の
熱
心
な
稽
古
が
実
を
結
び
、
近
年

は
、
各
大
会
で
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

11
月
13
・
20
・
23
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
本
村
３
チ
ー
ム
を
含
む
23
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会

で
、
宗
道
ニ
ュ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
が
豊
田
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
（
石
下
町
）
と
の
接
戦
を
制
し

感
動
的
な
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
同
チ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
活
躍

千
代
川
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

宗
道
ニ
ュ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ（
野
球
）

第
６
回
千
代
川
杯
少
年
柔
道
大
会

第
19
回
千
代
川
村

近
隣
市
町
村
学
童
軟
式
野
球
大
会

おめでとう！2年ぶりの快挙 熱心な稽古が実を結びました
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ぁ
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
た
り
、
に
ん
ま
り
笑
っ
て
い
た
り
…
本
当

に
お
も
し
ろ
い
。
主
人
公
に
な
り
き
っ
て
、
一
緒
に
物
語
を
展
開
し

て
い
く

”小
さ
な
感
動
体
験
“
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ

の
感
動
体
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
い
る
子
は
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
事
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
表
情
の
豊
か
な
子
に
な
る
の
で
は
な
い
か
―
と

子
供
達
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
つ
ま
ら
な
そ
う
に
聞
い
て
い
て

も”も
う
一
回
読
ん
で
！
“

が
、
充
分
楽
し
ん
で
く
れ
た
合
図
な
の
だ
と
い
う
こ
と
も
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
に
私
も
母
親
に
な
り
ま
し
た
。

”絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
言
葉
の
習
得
が
早
い
わ
よ
“

な
ん
て
こ
と
を
聞
く
と
、
夢
中
で
や
っ
て
み
た
く
な
る
の
が
親
心
。
打

算
か
ら
始
ま
っ
た
読
み
聞
か
せ
で
し
た
が
、
我
が
子
も
や
は
り
同
じ
反

応
だ
っ
た
こ
と
に
幼
稚
園
で
の
経
験
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
純

粋
な
気
持
ち
で
、
私
も
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

現
在
で
は
、
五
歳
の
娘
と
三
歳
の
息
子
を
連
れ
、
週
末
必
ず
図
書
館
へ

行
き
ま
す
。
夜
読
ん
で
も
ら
う
本
を
選
ぶ
為
で
す
。
ベ
ッ
ド
の
中
で
は
案

の
定

”も
う
一
回
読
ん
で
！
“
の
嵐
に
私
の
方
の
瞼
ま
ぶ
た
が
く
っ
つ
い
て
し

ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
と
て
も
本
好
き
な
子
達
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
つ
い
先
日
、
私
の
誕
生
日
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
作
っ
た
ケ

ー
キ
を
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
、
誰
の
誕
生
日
な
ん
だ
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
娘
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
手
に
は
絵

本
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
ラ
ス
ラ
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
一
生

懸
命
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
一
ペ
ー
ジ
ご
と
に
弟
は
拍
手
を
し
て
い
ま

し
た
。
最
後
ま
で
読
み
終
え
る
と
娘
は

”い
つ
も
絵
本
を
読
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
“

と
言
葉
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
読
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
と
い
う
驚
き
と
、
優
し
い
心
が
育
っ
て
い
る
ん
だ
な
と

い
う
嬉
し
い
想
い
に
感
動
し
て
、
涙
が
は
ら
は
ら
と
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
素
敵
な
誕
生
日
に
し
て
く
れ
た
絵
本
に
感
謝
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
感
動
体
験
を
ど
ん
ど
ん
積
ん
で
、
親
子
共
に
成
長
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

”マ
マ
、
今
日
は
こ
の
絵
本
ね
“
寝
室
へ
向
か
う
時
、
必
ず
子
供
達

に
こ
う
せ
が
ま
れ
る
。
ベ
ッ
ド
の
な
か
で
、
子
ど
も
達
に
一
冊
ず
つ
絵

本
を
読
む
の
が
私
の
日
課
。

十
年
前
、
幼
稚
園
に
勤
め
て
い
た
頃
に
絵
本
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

そ
の
魅
力
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
私
が
本
好
き
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
保
育
の
中
で
も
絵
本
や
紙
芝
居
を
毎
日
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

絵
本
は
と
て
も
不
思
議
で
す
。
読
み
始
め
る
と
、
一
瞬
に
し
て
ザ
ワ

ザ
ワ
し
て
い
た
教

室
の
空
気
が
一
点

に
集
中
す
る
感
じ

―
。
き
っ
と
子
ど

も
の
方
が
、
パ
ッ

と
絵
本
の
中
の
世

界
に
入
っ
て
い
っ

て
し
ま
え
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
絵

本
を
聞
い
て
く
れ

て
い
る
時
の
真
剣

な
表
情
は
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。
こ

の
先
ど
う
な
る
ん

だ
ろ
う
と
身
を
乗

り
出
し
て
き
た

り
、
ス
テ
キ
だ
な

絵
本
の
あ
る
子
育
て

野
村
　
律
子
　(

鎌
庭)
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わ
た
し
の�健�

康�
法�

シ リ ー ズ 

豆知識

わ
た
し
は
、
こ
の
家
に
嫁
ぎ
39

年
。
家
業
の
自
動
車
鈑
金
業
の
仕

事
内
容
も
知
ら
ず
に
来
ま
し
た

が
、
不
思
議
な
も
の
で
、”
門
前

の
小
僧
習
わ
ぬ
お
経
…
“
の
と

お
り
家
業
と
な
る
と
、
驚
く
ほ

ど
身
に
つ
く
も
の
で
す
。
お
客

さ
ま
の
連
絡
で
レ
ッ
カ
ー
車
で

現
場
に
行
き

”来
て
く
れ
て
良

か
っ
た
“
の
一
言
に
背
中
を
押

し
て
い
た
だ
き
、
気
が
つ
く
と

20
年
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
に
も
だ
ん
だ
ん
慣

れ
た
頃
、
毎
年
欠
か
さ
ず
受
け

て
い
た
子
宮
が
ん
検
診
で
再
検

査
の
通
知
。

昭
和
62
年
に
土
浦
協
同
病
院

で
”子
宮
が
ん
の
診
断
“
。
頭

の
中
は
真
っ
白
で
し
た
。
だ
が
、

自
分
の
命
だ
、
即
日
手
術
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
34
日
間

の
入
院
生
活
で
お
か
げ
さ
ま
で

私
は
、
順
調
に
回
復
し
ま
し
た

が
、
病
棟
内
で
励
ま
し
あ
っ
た

６
名
の
う
ち
４
名
は
回
復
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
東
村
の
方
と

私
は
、
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も

４
人
の
分
ま
で
元
気
に
な
ら
な

け
れ
ば
と
、
誓
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
、
食
生
活
で
病
気
も
予

防
が
で
き
る
の
な
ら
、
家
族
の

健
康
の
た
め
に
も
と
食
生
活
改

善
推
進
員
活
動
へ
の
参
加
を
始

め
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
栄
養

学
を
学
び
、
ま
ず
自
分
の
食
生

活
を
変
え
て
み
よ
う
と
、
朝
食

を
重
視
し
て
み
ま
し
た
。
朝
５

時
半
に
起
き
、
肉
料
理
、
魚
料

理
、
野
菜
と
時
間
を
か
け
、
豪

華
に
大
盛
り
は
せ
ず
、
少
し
ず

つ
銘
々
皿
に
盛
り
ま
す
。
食
後

は
玉
ね
ぎ
茶
か
、
バ
ナ
ナ
牛
乳
。

す
る
と
家
族
も
自
分
の
皿
を
残

さ
ず
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
食
習
慣
の
改
善
も

食
改
活
動
の
な
か
で
会
員
み
な

さ
ん
と
の
実
践
活
動
に
感
謝
し

な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

手
術
後
19
年
、
病
気
ら
し
い
病
気

は
元
よ
り
薬
も
飲
む
こ
と
が
な

く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
い
く
つ

に
な
っ
て
も
何
事
に
も
興
味
を

持
ち
、
声
を
か
け
ら
れ
る
と
そ
の

気
に
な
っ
て
参
加
し
、
多
く
の

人
と
出
会
い
を
し
、
思
い
が
け
な

い
知
識
を
得
て
、楽
し
み
な
が
ら
、

自
分
は
ま
だ
必
要
と
さ
れ
て
い

る
と
思
い
、
ス
ト
レ
ス
解
消
し
な

が
ら
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
過
ご

す
の
が
わ
た
し
の
健
康
法
と
考

え
て
い
ま
す
。

出
会
い
を
楽
し
く

植
木
　
和
子
（
大
園
木
）

コ
ン
セ
ン
ト
火
災
に
ご
用
心

家
庭
内
の
洗
濯
機
の
裏
な

ど
に
長
期
間
差
し
込
ま
れ
た

ま
ま
の
プ
ラ
グ
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
ホ
コ
リ
が
た
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ホ
コ

リ
が
湿
気
を
含
む
と
、
プ
ラ
グ

の
両
極
間
に
微
少
の
電
気
が

流
れ
る
”電
気
の
道
“
を
形
成

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
電
気
の
道
が
徐
々
に

加
熱
・
炭
化
が
進
ん
で
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
そ

の
熱
が
限
界
を
超
え
る
と
発

火
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

現
象
を
”ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現

象
“
と
い
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防

ぐ
に
は
時
々
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
き
、
乾
い
た

布
な
ど
で
プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ

ン
ト
に
付
着
し
た
ホ
コ
リ
を

拭
き
取
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ホ
コ
リ
と
湿
気
・
水
気
が
多

い
場
所
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

”タ
コ
足
配
線
“
と
は
、

名
前
の
と
お
り
タ
コ
の
足
の

よ
う
に
コ
ン
セ
ン
ト
や
延
長

コ
ー
ド
に
口
数
以
上
の
プ
ラ

グ
を
差
し
込
ん
で
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
コ
ン
セ
ン
ト

や
延
長
コ
ー
ド
に
は
定
格
容

量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
格
容
量
以
上
の
電
気

を
使
う
と
、
発
熱
や
発
火
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
販
の
延
長
コ
ー
ド
の
コ

ン
セ
ン
ト
部
分
な
ど
に
は
定
格

容
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
電
気
機
器
の
裏
な
ど
の
表

示
を
確
認
し
て
合
計
が
延
長
コ

ー
ド
の
容
量
を
超
え
な
い
よ
う

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ストレスを解消しながら過ごしています

”タ
コ
足
配
線
“

は
火
事
の
も
と

”ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
“

と
は
？



25 広報ちよかわ　2005.12

戸籍�インフォ�
　　メーション�

の�

松
田
　
昭
（
皆
葉
）

山
峡
に
住
め
ば
都
ぞ
紅
葉
映
え

染
野
　
清
平
（
皆
葉
）

鬼
怒
岸
に
鯉
の
上
り
し
小
春
か
な

小
林
　
紫
水
（
唐
崎
）

秋
深
む
湖
面
を
わ
た
り
来
る
風
も

浅
野
　
悦
子
（
鎌
庭
）

秋
草
に
夕
陽
が
濡
れ
て
と
ど
き
け
り

安
原
　
百
合
子
（
鯨
）

久
に
聞
く
筵
む
し
ろ
織
る
音
冬
隣

塚
原
　
明
子
（
砂
子
）

関
跡
は
石
標
ひ
と
つ
草
紅
葉

程
山
　
静
子
（
砂
子
）

散
策
の
焦
ら
ぬ
歩
巾
草
紅
葉

小
竹
　
善
文
（
五
箇
）

小
春
日
や
手
押
し
車
で
友
誘
ふ

坂
井
　
耕
人
（
五
箇
）

竜
神
へ
賽さ
い

銭せ
ん

落
と
す
紅
葉
晴

中
島
　
み
よ
し
（
皆
葉
）

酔
誘
ふ
も
み
じ
舞
ひ
来
る
露
天
風
呂

斉
藤
　
紫
雲
（
小
島
）

人
恋
し
唯
人
恋
し
秋
し
ぐ
れ

石
塚
　
冨
男
（
八
千
代
）

終
戦
も
バ
ブ
ル
も
越
え
し
小
春
か
な

佐
伯
　
六
花
（
八
千
代
）

煙
草
の
輪
ぷ
か
り
と
浮
き
し
小
春
か
な

石
川
　
渓
泉
（
八
千
代
）

散
り
な
が
ら
咲
く
山
茶
花

さ

ざ

ん

か

や
節
の
碑

荒
井
　
ミ
ヨ
子
（
八
千
代
）

手て

土
産

み

や

げ

に
竜り
ん

胆ど
う

の
鉢
そ
っ
と
お
く

荒
川
　
す
ぎ
（
八
千
代
）

貧
欲
に
陽
を
吸
っ
て
い
る
式
部
の
実

浅
野
　
悦
子
（
鎌
庭
）

枯
草
に
動
く
と
も
な
く
空
を
見
る

枯
蟷
螂
に
秋
深
ま
り
し

飯
泉
　
淑
子
（
原
）

其
処
此
処
の
周
圍
の
森
の
深
ま
り

に
や
わ
ら
か
く
移
る
秋
を
思
い
ぬ

猪
瀬
　
と
き
（
田
下
）

朝
霧
の
白
く
煙
れ
る
田
の
畦
に
白

鷺
の
二
羽
じ
っ
と
動
か
ず

小
倉
　
房
子
（
宗
道
）

ま
だ
枯
れ
ぬ
み
ど
り
の
中
に
黄
の

小
菊
灯
あ
か
り
火び

の
如
其
処
は
明
る
し

小
貫
　
よ
し
（
宗
道
）

安あ

曇ず
み

野
の
畑
に
鍬
持
つ
子
を
思
う

畝
立
て
し
跡
も
整
然
と
し
て

北
沢
　
し
づ
（
宗
道
）

娘こ

ら
二
人
、
我
を
誘
い
ざ
な
い
鬼
怒
川
の

温い
で

泉ゆ

へ
と
行
く
秋
の
日
和
に

小
竹
　
昌
子
（
五
箇
）

露
天
湯
に
い
く
つ
か
の
紅
葉

も

み

じ

舞
い

込
ん
で
昼
の
光
に
輝
い
て
お
り

小
竹
　
八
重
子
（
五
箇
）

紅
葉
は
ま
だ
と
思
い
ど
車
窓
よ
り

朱し
ゅ

と
黄
の
綾
な
し
磐ば
ん

梯だ
い

山
を
覆お
お

う

小
林
　
美
智
雄
（
唐
崎
）

五
風
ま
た
十
雨
と
言
え
る
い
に
し
え

の
こ
と
ば
つ
つ
し
み
秋
過
ぎ
ん
と
す

松
田
　
正
義
（
原
）

夜
も
更
け
て
常
総
線
の
鈍
き
音
、

平
穏
の
今
日
安
眠
誘
う

俳
　
句

樋
び
ら
き
平
成
十
七
年
十
一
月
抄

短
　
歌平

成
十
七
年
十
一
月
作
品

広報�

文 
芸 

平成17年12月1日現在 世帯数・人口

世帯数 2,784世帯 （＋ 5）
人　口 男 4,806人 （－ 4）

女 4,694人 （＋ 6）
計 9,500人 （＋ 2）

（ ）は前月比

むらのうごき

○おしあわせに
新　郎 藤木　友弘 鎌　庭
新　婦 松村ひとみ 八千代町
新　郎 畠山　智明 石下町
新　婦 増山　仁美 唐　崎
新　郎 中山新一郎 鎌　庭
新　婦 苅部　弘美 原
新　郎 根本　耕一 宗　道
新　婦 見村　幸江 水海道市

○おめでとうございます　
中島 萠々音

も も ね

［女］ 大園木
保護者： 伸幸・美和
大森 琉

りゅう

矢
や

［男］ 渋　田
保護者： 長七郎・由佳
塚越 楓

かえで

［男］ 原
保護者： 恒希・琴江
○おくやみもうしあげます
坂本 粗藏 (80) 皆　葉
世帯主： 坂本 知惠子
生井 福藏 (90) 五　箇
世帯主： 生井 一郎
飯島 章 (75) 鎌　庭
世帯主： 飯島　晋
渡辺 友粗 (74) 鎌　庭
世帯主： 渡辺 邦夫
中山 信市 (88) 別　府
世帯主： 中山 湯
塚原 ふさ (91) 大園木
世帯主： 塚原 宏一
大島 武男 (89) 宗　道
世帯主： 大島 登男
塚子田 志津子 (94) 本宗道
世帯主： 塚子田 貢
田崎 三郎 (89) 宗　道
世帯主： 田崎 浩
浅野 喜代志 (78) 鎌　庭
世帯主： 浅野 清一
林 照夫 (76) 宗　道
世帯主： 林 芳明
塚本 みさを (77) 宗　道
世帯主： 塚本 勝美
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茨城西南医療センター 

渡辺クリニック 

飯村歯科医院 

小 ○ 
在 ○ 
歯 ○ 

友愛記念病院 

木村外科内科医院 

西町歯科医院 

小 ○ 
在 ○ 
歯 ○ 

友愛記念病院 小 ○ 

１月の救急医療のお知らせ 

日 月 

16

23

30

火 

17

24

土 木 

19

26

6
金 

20

27

水 

18

25

31

8 9

湖南病院 小 ○ 
1

友愛記念病院 

平間病院 

小 ○ 
在 ○ 

2
茨城西南医療センター 

中岫産婦人科医院 

小 ○ 
在 ○ 

3 4

湖南病院 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 

砂沼湖畔クリニック 

中川歯科医院 

小 ○ 
在 ○ 
歯 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

湖南病院 

宇津野医院 

下妻中央歯科 

小 ○ 
在 ○ 
歯 ○ 

友愛記念病院 

鯨井内科 

飯塚歯科医院 

小 ○ 

友愛記念病院 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

在 ○ 
歯 ○ 

友愛記念病院 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

湖南病院 小 ○ 

茨城西南医療センター 小 ○ 

5

15

13121110

22

29 ○茨城県緊急医療情報システム 
www.qq.pref.ibaraki.jp/ 
○小児救急輪番・病院群輪番 
www11.ocn.ne.jp/̃syoubou/index.html 
○小児緊急パンフレット『子どもの救急ってどんなとき？』 
www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kodomobook.pdf

茨城西南医療センター （境町 2190 0280-87-8111） 
友愛記念病院 （古河市関戸 726 0280-98-3511） 
湖南病院 （下妻市長塚 48-1 0296-44-2556） 
　　対象年齢：15才未満 
　　診療時間：月・火・木・土／午後6時～翌朝8時、日曜・祝祭日／午前8時～午後6時 

小児救急医療輪番制 小 ○ 
・緊急の場合以外は、通常の診療時間内に
　医療機関で診察を受けて下さい。 
・保険証を必ず持参して下さい。 
・対象となる診察は、内科診察です。 

お願い 

在 ○ 休日在宅当番医　診療時間：午前9時30分～午後4時 歯科休日在宅当番医　診療時間：午前9時～11時30分 歯 ○ 
 歯科医院名 住　所 

飯村歯科医院 下妻市下妻戊 443 43-6557 

西町歯科医院 　〃　下妻乙123-1 43-6155 

飯塚歯科医院 　〃　下妻丁 268 44-3830 

中川歯科医院 　〃　下妻乙323-5 44-2765 

下妻中央歯科 　〃　本宿町 1-21-2 43-6518 

 

 

○♯8000（プッシュ回線の固定電話） 
　　029-254-9900（プッシュ回線ではない固定電話、携帯電話・公衆電話） 
○相談時間：月・火・水・木・金／午後6時30分～午後10時30分 
☆休日夜間に診てくれる医療機関を知りたいときは… 
　　029-241-4199（茨城県救急医療情報コントロールセンター)

茨城子ども 

救急電話相談 

7

14

21

28

　　　病院名 　　　住　所 

平間病院 下妻市江 2051 43-5100 

中岫産婦人科医院 　〃　下妻丁 148 44-2438 

渡辺クリニック 　〃　本城町 1-44-2 43-7773 

木村外科内科医院 　〃　下妻乙210-1 44-2527 

鯨井内科 　〃　下妻丁 250-1 44-0088 

砂沼湖畔クリニック 　〃　下木戸 542 43-8181 
宇津野医院 　〃　下妻丁 373-15 45-0311

今月 
の 

納税 

固定資産税（第4期） 
国　保　税（第6期） 

納期限　12月26日（月） 

※納期内に忘れずに納めましょう 

※年末年始（12/29～1/3）は午前8時～午後6時 
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00 （ 00）
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00 （ 00）
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累　計
7 （ 05）
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11 月
6 （ 02）
3 （ 02）
9 （ 04）
56 （ 17）
1 （ 00）
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累　計
43 （ 05）
35 （ 12）
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13 （ 05）
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村　内 下妻署管内

建　　　物
車輌その他
計
件　数
死　者
傷　者

人
身
事
故

交
通
事
故

火
　
災

11月24日現在（ ）内は対前年比

編
集
デ
ス
ク�

い
よ
い
よ
師
走
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
て
不
規
則
な
生
活
に

な
り
が
ち
で
す
。
体
調
管
理
に
心

が
け
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
新

年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

少
し
だ
か
ら
大
丈
夫
と
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。
飲
酒
運

転
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

厳
禁
で
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
年
が
明
け
る

と
私
た
ち
も
”
新
下
妻
市
民
“
。

発
刊
か
ら
３
９
５
号
を
数
え
る

「
広
報
ち
よ
か
わ
」
も
合
併
に
よ

り
、
今
月
号
が
最
終
号
と
な
り
ま

す
。
こ
の
間
に
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
賞
を
い
た
だ
く
機
会
に
も
恵
ま

れ
、
広
報
担
当
者
の
研
修
会
な
ど

で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
取

材
に
際
し
て
い
た
だ
い
た
村
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
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ご
愛
読

く
だ
さ
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ら
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温
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励
ま
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編
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で
き

た
か
ら
こ
そ
、
と
感
謝
の
気
持
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で
い
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い
で
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。

私
は
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広
報
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事
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村
民
の
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な
さ
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温
か
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じ
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千
代
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史
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触
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く
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来
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ら
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届
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、
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広
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」
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一
抹
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寂
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も
残
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ま
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が
、

千
代
川
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な
さ
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に
心
か
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お
礼
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し
上
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ン
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か
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て
い
た
だ
き
ま
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。
長
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間
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あ
り
が
と
う
ご
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い
ま
し
た
。（
Ｔ
）

千
代
川
村
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

20
日
あ
ま
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で
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…
。
最
近
は
、

毎
年
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な
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や
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な
ぁ
“
と
思
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ま
す
が
、

今
年
は
冬
の
寒
さ
や
寂
し
さ
も
重

な
り
、
振
り
返
れ
ば
振
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返
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程
”な
ん
で
こ
ん
な
に
早
い
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年

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
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と
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て
感

じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
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々
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ベ
ン
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の
と
き
や
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ふ
と
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と

き
に
み
な
さ
ん
に
お
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い
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、

と
て
も
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
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さ
っ
た
こ
と
や
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
な
ど
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
１
年
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代
川
村
と
し
て

最
後
の
○
○
“
と
の
気
持
ち
で
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ベ
ン
ト
に
も
、
そ
の
他
の
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事
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も
取
り
組
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で
き
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し
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は
り
こ
の
広
報
紙
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別
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わ
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〜
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３
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。
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。
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０
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６
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３
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０
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しあわせ
クッキング

青背の魚・野菜・
きのこ・海藻で、
血液サラサラ人生を

送ろう！

Shiawase Cooking

青背の魚のごま焼き
1 青背の魚は3枚におろ

して薄くそぎ切りに

し、Ａで下味をつけ、

ごまをまぶす。

2 フッ素樹脂加工のフラ

イパンを熱して両面を

焼いて火を通し、器に

盛る。

3 きのこ類は石づきを除

いて食べやすく切り、

Ｂをからめて耐熱性の

器に入れ、電子レンジで

4分弱加熱して冷ます。

4 ピーマンはせん切りにし、海藻は戻して水気を絞る。

5 2のきのこ類と3を合わせ、Ｃで味を調えて、1の魚と一緒に器

に盛り付ける。(318kcal、塩分2.0ｇ、コレステロール58㎎）

材料（4人分材料）
青背の魚（あじ・いわし・さば・さん
ま等） 75ｇ×4切れ
（Ａ）酒 大さじ２、しょうゆ 大さじ

１と1/3、ごま（白ごま大さじ
6と黒ごま大さじ4を合わせたも
の）サラダ油 適量

＊付け合せ　しめじ 200ｇ
エリンギ 100ｇ

（Ｂ）しょうゆ 大さじ1と1/3弱、酒
小さじ2

（Ｃ）レモン汁 大さじ2、オリーブ油
小さじ2、こしょう 少々、黄ピ
ーマン 40ｇ、海藻ミックス
（乾燥）6ｇ

里芋とえびのおろし煮
1 里芋は皮をむいて水からゆ

でこぼし、水で洗う。えび

は尾を残して殻をむき、背

に切り込みを入れて背わた

を取る。熱湯にさっと通し

てから水にとる。

2 生しいたけは軸を取り、笠

の表面に切り込みを入れて

半分に切る。みつばは適当

な長さに切る。

3 なべにだし汁を煮立てて里

芋を入れ、調味料を加えて弱火で柔らかくなるまで煮る。

4 3にえび、生しいたけを加えてさっと煮、さらにみつば、軽く

水気を絞った大根おろしを加え、一煮立ちさせて仕上げる。お

ろしの絞りぐあいで味加減が違ってくるので、味を見て調える。

（１人分82kcal、塩分0.7ｇ、コレステロール49㎎）

材料（4人分材料）
里芋 6個
えび 8尾
生しいたけ 4枚(85ｇ)
みつば 1/2束
大根おろし 1カップ
＜A＞
だし汁 2カップ
みりん 大さじ2
砂糖 小さじ1
淡口しょうゆ 小さじ1
酒 大さじ1
塩 小さじ1/2

広報ちよかわは環境にやさしい大豆油インキと 
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

師走の候となりました。この月は忙月ともいいます。年の瀬を控えてな

にかとせわしない心を表しているようです。

冬至は太陽が１年中で最も南に偏り、日照時間が最も短くなる日です。

この日、かぼちゃやこんにゃくを食べたり、薬湯とされる“ゆず湯”に入

る習慣も、太陽の恵みが少なく、野菜不足になる時期に備えて健康を保つ

上の生活の知恵であったと考えられます。食生活は昔に比べて豊かになり

ましたが、反面、栄養の大切さを軽視して欠食したりする人も増えている

ようです。野菜が不足していないか、砂糖や塩をとり過ぎていないか、も

う一度、家族の食生活を見直してみましょう。

ひ と こ と

青背の魚のごま焼き
里芋とえびのおろし煮
青背の魚のごま焼き
里芋とえびのおろし煮




